
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９年９月１日（日）、ＪＲ東労組青年部主催「第３回系統別（工務）意見交換会」

を開催し、工務職場の仲間たちと①情勢認識の一致について②職場活動の強化について議

論を行いました。 

情勢認識の一致では、指令７号について議論をしました。参加者からは「当時のたしろ

選挙で畠山元秘書を知っていた者からすればショックであり、裏切られた感覚である」「今

まで知らぬふりをして、平然と組織破壊をしていたことは本当に許されない」などの怒り

の声が出されました。そして「真実の声」を擁護し加担する者は組織破壊者であり、絶対

に許さないことと、指令７号の事実を職場の隅々まで浸透させていくことを全参加者で確

認しました。 

職場活動の強化では、職場で発生している課題や「電気部門の変革 2022」の現実につい 

て議論をしました。パートナー会社の技術継承に対し課題があることや、材料モニタリン

グにおいて発生している課題、施策後の出向についての課題などが出されました。また、

組織拡大の実践について議論をし、厳しい職場現実のなか苦悩している現実が出されまし

た。今後も継続して職場から運動を創り出していきます。 
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